






研究目的 

新生児期に高アンモニア血症を来す疾患として,尿素サイクル酵素欠損症(カーバミル燐酸

合成酵素欠損症,オルニチン・トランスカーバミラーゼ欠損症,シトルリン血症,アルギニノ

コハク酸尿症,高アルギニン血症)有機酸代謝異常症,HHH 症候群,新生児仮死に伴なう高ア

ンモニア血症等が挙げられる。アンモニアは容易に脳血管関門を通過し中枢神経系に障害

を与えるので,原因の如何を問わず血中アンモニアを速かに低下させる治療が必要である。

本研究は著者らが開発した簡易アンモニア測定キットを用い新生児の血中アンモニアのス

クリーニングを実施し高アンモニア血症の早期発見を目的として行なった。 


